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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

25 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 追試補講・三者面談 

26 日（火） 全学年 火③ 火④ 木③ 木④ 追試補講・三者面談 

27 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 追試補講・三者面談 

28 日（木） 全学年 木① 木② 金⑤ 金⑥ 追試補講・三者面談 

29 日（金） 全学年 月⑤ 月⑥ 木⑤ 木⑥ 前期終業式 放課後 

30 日（土）  祝 第 62 回 卒業証書授与式 祝 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

25 日（月） 26 日（火） 27 日（水） 28 日（木） 29 日（金） 

あんかけ 

焼きそば 

そぼろと玉子の

二色丼 

カレーライス 

ハンバーグのせ 
麻婆豆腐 油淋鶏 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～当たり前のことなどひとつもありません～ 

台風 

 先週末の台風 18号の接近は、多くの予定変更等の影響が見られました。私

も予定されていた内容がキャンセルになり、思わぬ形で休養をすることができ

ました。予報円が九州全体を飲み込んでいく様は、ある種の恐怖でもあります

ね。せめて被災地への影響はさけて欲しい…と願うばかりでした。 

 

 予定された日程を実施するのか中止にするのか、このような時に主催者や学

校は本当に悩みます。「台風がそれてしまったら？」と考えて、安易に休みと

決断することをためらうのです。ん？何かおかしくないですか？だって、台風

がそれることが一番望ましい結果だと思いませんか？台風が直撃してしまう

と甚大な被害が発生しかねません。被害がないことがベストなのです。 

 

 そう、ここにもポイントが。予報円が自分の生活している地域に近づくと 

「それてくれ」と願います。しかし、それた先には、そこにはそこに住んでい

る方々の営みがあるのです。自分だけ影響がなければ他はどうなっても良いの

でしょうか？良いわけないですよね。我々が願うべきは、台風がそれることで

はなく、どこに進もうが「被害がないこと」だと思います。 

 

どこで流れる涙であろうが、自らの悲しみとして感じて欲しい。誰が喜んで

も、それを妬んだりひがんだりせず、自分も一緒に喜べる君達でいて欲しいと

心から願います。大切な人の存在は、喜びを 2倍にし悲しみを半分にすると言

われます。悲しみを 2倍にし、喜びを半分にしてしまうような関係性では寂し

すぎますよね。自分も大切。家族も大切。そして友人たちにも大切な家族があ

ります。世界中の人が大切な人同士でつながっているのです。 


